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《原著》

医療施設における「日本人の食事摂取基準」に基づく

　　　　　　　　　　栄養管理システムの検討

加藤　勇太’）

角田　伸代2）

江端みどり2）　村木　悦子2’

中島　　啓2）　蜜語　恵三2）

　要旨　医療施設において入院時から栄養ケアが実施されている現在，：Evidenceに基づいた標準的な

栄養管理のあり方を探るため，「日本人の食事摂取基準」に準じた栄養管理のシステムモデルを構築し，

検討を行った．

　栄養・食事設計において，想定される入院患者（成人・高齢男女）の推定エネルギー必要量の算出結

果から，食種として一般食（常食6種・軟菜食1種）を設定後，食種毎に全栄養素の給与栄養目標量を

設定した．実運用可能なレベルの各界種28日分の献立作成を行い，栄養量の変化とそれに伴う栄養素

の過不足について検討した結果Mg，　Znなど不足の可能性が高い栄養素が見出された。軟菜食では常

食より更に栄養量が減少し，特に食物繊維総量Mg，　K，　Feで不足する可能性が高く，栄養管理上注

意が必要なことが示唆された，

　傷病者を対象とした場合でも，本システムモデルを活用することで，栄養管理の品質精度が向上し，

医療施設問における共通ツールとしての可能性も見出された．今後は，「日本人の食事摂取基準（2010

年版）」の策定に伴う本システムモデル改変と，治療食分野における各疾患ガイドライン及び食事摂取

基準に準じたシステムモデルの構築に向け検討していく必要がある．

キーワード＝食事摂取基準（Dietary　Reference　Intakes：DRIs），　Evidence－Based　Nutrition（EBN），

　　　　　　晶質管理（Quality　Control：QC）・品質保証（Quality　Assurance：QA），栄養管理シス

　　　　　　テム

緒　　言

　2005年，“国民の健康を維持・増進するためのエネル

ギー及び栄養素の摂取量の基準”を示した「EI本人の食

事摂取基準（2005年版）」（Dietary　Reference　lntakes　for

Japanease，2005．以下J－DRIs）が厚生労働省により策定

されD，これに続いて2010年版が策定される予定であ

る21．DRIsという考え方に基づいた新たな食事摂取基準

は，1991年に英国で初めて作成され3），1994年にはアメ

リカ・カナダで作成され，現在では，北欧，日本，韓国

などの国々でこの概念が踏襲されており，栄養素摂取の

基準として国際標準的なものとなっている4｝。

　DRIsでは，確率論的な考え方を取り入れたことと栄
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養素の摂取基準に“複数の指標”と“摂取範囲”が示さ

れていることが特徴といえる．」のRlsでは，国際標準

的な推定平均必要量（estimated　average　requireme厩：

EAR）・推奨量　（recommended　dietary　allowance：

RDA）・目安量（adequate　intake：ADという栄養素

欠乏症の予防及び，過剰摂取による健康障害の予防のた

めの上限量（tolerable　upper　iAtake　level：U：し）という

指標に加えて，日本独自の指標として健康増進や生活習

慣病の一次予防のための目標量（teRtative　dietary　goal

for　preventing　life－style　related　disease：DG）　という指

標が作られている点，国内外の関連論文を収集し系統的

レビューによって得られたEvidenceを基に策定されて

いる点．栄養プランニング及び栄養アセスメントにおけ

る基本的活用方法も示されている点で従来の「栄養所要

、量」の概念と大きく異なる．しかしながら，特定給食施

設等の“特定かつ多数人に対して継続的に食事を提供す
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Table．1　医療施設における一般食の推定エネルギー必要量（EER：kca1／日）

性別 年齢（歳）

A，基準身長

　（cm）

B．標準体：重

　（kg）

（A2　×　22）

C．基礎イー1こ謝基準イ直

（kcal／k9イ本重：／日）

D．基礎代謝量

　（kca1／日）

　（B×C）

E．推定エネルギー必要量（EER）

PAL：12　PAL：1．3　PAL：1．4
（DxL2）　（Dxl．3）　（Dx！．4）

男性　　！8～29（歳）

　　　30～49　（歳）

　　　50～69　（歳）

　　　70以上（歳）

171．0

170．O

164．7

160．0

64．3

63．6

59．7

56．3

24．0

22．3

21．5

21．5

1，540

1，420

！，280

1，2！0

1，850

1．700

1，540

i，450

2，000

1，850

1，660

1，570

2，160

！，990

1，790

1，690

女性　　18～29（歳）

　　　30～49（歳）

　　　50～69（歳）

　　　70以上（歳）

157．7

156．8

152．0

146．7

54．7

54．1

50．8

47．3

23．6

21．7

20．7

20．7

1，290

1，170

！，050

980

1，550

1，400

1，260

1，180

1，680

1520

1，370

1，270

1，810

！，640

1A70

1，370

＊A・Cは文献Dより抜粋
B．標準体重（kg）：A．基準身長（m）2×22

D．基礎代謝量（kca1／日）：B．標準体重（kg）×C．基礎代謝基準値（kcal／kg体重／日）

E．推定エネルギー必要量（kcal／日）：D．基礎代謝量（kcal／日）×身体活動レベル（physical　activity　ievel：PAL）

EER（kcal／day） lleo　120e　1300　14eo　lsoe　160e　17ee　lsoo　lgeo　2000　210e　22ee　230e

別
性

性
男

女性

年齢（歳）

護8～29

30－49

50”v69

70E

丑8～29

30－49

50－69

70S

　i　i　i　i　i　膿欝。
1　1　1　lits’，i・／，一・・．…，／；ll・・一・・c．…．g－6’g，・・1・ll／・・／・・．：・・…／・・…一g・，・

iii1450織遭
i　i　i　145。i　i叢68も

i幽議誇寧i
118e　127e　137ei　i　i　1
艇鷺　晴　．　i　i　i

1　185g　i　20pO

　　　　韮ggb

藤O　i

2i6e　1’

同種
常食

軟菜食

pa1　lew．　　　．　．1200
1200

1400 1600 1800 2000 2200

対象者
（性別：年齢）

F：5e一一69　1　M：70S
F：70一く．　：・　F：18一一29

　　　　　F：3e－49
　　　　　F：5eev－69

　　　　　F：70嘉

M：50t－69

M：70一く．

F：18－29

F：30一一49

M：18一一29

M：30”v‘ig

M：Se－」69

F：18一・・29

M：蓋8～29　　M：霊8～29

鍛：30～49

＊表の帯は対象者のEERの幅（基礎代謝量×PAL釧．2，0L3，AIA）を示し、数字は算出したEERの値を示している。

また、その結乗から設定した食種の数と種類を下に示し、八種が網羅するエネルギーの範霞と対象者を明確化した。

Figure．1　医療施設における推定エネルギー必要量（EER）の範囲と食種（一般食）の設定

る施設”において，確率論的な概念による複数の指標と

摂取範囲の概念を活かした実践的な栄養プランニングの

活用方法については，各国でも議論がなされ，現在も模

索している状況にある5）．

　また，J－DRIsが適用される対象者は，本来F健康な

個人又は集団」であるが，佐々木らによれば，「医療施

設では，疾患をもつ者に対する食事療法が疾患の治療に

直接結びつくこともあり，食事はその肝疾患のガイドラ

インや治療指針に従うが，ガイドラインや治療指針に示

されていない栄養素については食事摂取基準を参考に用

いる．」≧されている6j．特に，医療施設における一般食

は，疾患による特別な食事療法を必要としない患者に対

して提供される食事であることから，」一DRIsを準用し

て給与栄養目標量を設定し，各食種の食事基準を作成す
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対象者A

対象者B

対象者C

対象者D

tW’IRDA．．illlllillilllllll，iillll，　Af”iUY’S，［！，．，

　　　　　　　獄

　　　　　　　　！　i　　　　l　　栄養量
　　　　　　　　　　RDA　　　　　　　　EAR　　　　　　　　　　　　　　　　UL
Figure．2　特定給食施設における給与栄養目標：量の概念

ることになる．

　我が国における医療施設の食事基準は，対象者の特性

に合わせて施設別に作成・更新されるため，食種や栄養

量，食形態，食品選択の基準が統一されておらず，栄養

ケアにおける施設闘及び多職種間の情報の共有がしくに

い面もある．また，J－DRIsの概念を踏襲した「標準的

な医療施設の食事基準」は未だ提唱されていない状況に

ある。

　そこで，本研究ではEvidence－Based　Nutrition（根拠

に基づく栄養：EBN）の実践のため，　Evidenceとして

J－DRIsを有効的に活用した医療施設における栄養プラ

ンニングと栄養アセスメン1・方法についての標準的なシ

ステムモデルを構築することを目的とし，第一段階とし

て，最も頻度が高いと推定される一般食（常食・軟菜食）

の食事設計と評価を行い，医療施設における今後の栄養

管理システムのあり方を実務レベルで検討した．

方　　法

　1．推定エネルギー必要量の算出と食種，給与栄養目

　　標量の設定

　入院患者の栄養管理は個別に行われているが，全ての

入院患者（個人）に対して望ましい食事を提供するため

には，人的・物的な経営資源も考慮し，許容される範囲

内で食事の種類（食詰）を集約して効率化する事が必要

となる．集約にはエネルギーによる方法が最も適切6）と

されているので，想定される対象入院患者（成人・高齢

男女）の推定エネルギー必要量（estimated　energy　re－

quirement：EER）を算出し，許容される範囲内（EER±

200kcal）6）で食種を集約した．このEERの算出の際は，

各性・年齢別の標準体重から求めた基礎代謝量に入院時

の身体活動レベル（physical　activity　level：PAL）をベッ

ド上安静（1．2），ベッド外活動（L3），リハビリテーショ

ン施行中（1．4）として係数を乗じて算出した6）．次に，

食種別にJ－DRIsに示されている全栄養素の給与栄養目

標量を設定した．

　2．献立作成と献立展開

　給与栄養目標量を基に食品構成を作成し，耳食種28

日分の献立作成後，各栄養素量が設定した給与栄養目標

量の範囲に納まるよう献立の補正を複数回行い，可能な

限り適正な献立となるよう調整した．各食種の献立作成

手順としては，はじめに基本献立として常食1600kca1

食の献立作成の後，常食1200kca王食，常食2000　kcal

食へ展開を行い，さらにそれぞれの献立に主食のみ200

kcal分追加して常食！400　kcal食，常食1800　kcal食，

常食2200kcal食を作成した．また，軟菜食では，栄養

素の過不足が顕著に現れやすいと推察されるEERの最

下限1200kca1について，常食1200　kcal食からの展開

によって作成した．

　3．予定給与栄養量と給与栄養目標量の比較・検討

　作成した闘鶏種計7食種（常食6食種・軟菜食1食種）

28日分の献立の栄養量を「五訂増補　日本食品標準成

分表j7）に準拠した「エクセル栄養君Ver　4．5（建畠社）」

を用いて計算し，習慣的な予定給与栄養量の平均値と給

与栄養目標量を比較し，栄養素の過不足の可能性につい

て検：討を行った．その際，」一DRIsと「五訂増補　日本

食品標準成分表」との整合性を保つため，ナイァシン当

量は，食品中に含まれるナイアシン量とトリプトファン

に由来し体内で変換されるナイアシンの量（予定給与た

んぱく質量（g）÷6で計算）を加算したものをナイアシ

ン当量の予定給与栄養量とした．また，エネルギー当た

りで策定されている栄養素（ビタミンB，，ビタミンB、，

ナイアシン当量，食物繊維），エネルギーに対する比率

で策定されている栄養素（炭水化物，総脂質，たんぱく

質，n－6系脂肪酸），たんぱく質当たりで策定されてい

る栄養素（ビタミンB，）については，献立から算出さ

れた予定給与エネルギー量及び予定給与たんぱく質量に

対する給与栄養自尊量を再設定し，栄養量の評価を行っ

た。

　さらに，常食1200kcal食と軟菜食1200　kcal食を比

較検討し，展開による栄養量の変化を検討した．その際

統計解析には，対応のあるt検定及びウィルコクソンの

符号付順位和検定を用いた．

結　　果

　1．栄養・食事設計におけるシステムモデルの構築

　医療施設において想定される対象患者（成人・高齢男

女）のEERは，一般食ではl180　kca1～2160　kcalの範

囲であった（Table．　1）．エネルギー集約の結果より，

全ての対象者のEIERを網羅するために必要となる食種

の数は常食6種となった（Figure．1）．そして，エネル
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ロール・リン・マンガンはAI未満，　n－3系脂肪酸はDG

未満となり　給与栄養目標量に達しない栄養素か見られ

た　各食種の栄養量及び給与栄養目標量との評価の結果

からランク付けを行い給与栄養目標量に達しなかった栄

ころ，マグネシウム・亜鉛はEAR未満，レチノール当

量　ヒタミンBビヒタミンB，・鉄はEAR以上RDA未

満，カルシウムはDG以上AI未満　カリウム・食物繊

維総量はAI以上DG未満，　n　6系脂肪酸・αトコフェ
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脂溶性ヒタミノ 、　　　　　　一

笊sフル 微：量光素

ヒタミンA ヒタミノB ヒタミノD
ヒタミノ

@　K
マク不ノウム カルノウム リン クロム暫定値 モリフテノ暫定傾 マノカノ

」 諺 」L　　　　　　　　　　二 誹 二 」 」 ■ 」

EAR RDA UL AI　　　UL AI　　　UL A玉 EA只　　獄）A AI DG
iト眠）

UL A玉 σL EAR　　RDA EAR．　RDA　　UL Al　　　UL

食：種 1生別 年齢（歳） （碁9尺E） （μgRE） （鉾9只E） （μ9）　　（緋9） （μ9）　　（｝匙9） （μも） （m9）　　（mg） （m9） （mg） （mg） （mg） （m9） （“9）　　（越9） （“9）　　（越も）　　（μ9） （m9）　　（1ng）

常食　2200 男性 18～29 つ50 7）0 3000 9　　　　　800 5　　　　　50 75 290　　　　」40 9⑪0 650 2300 1⑪50 3500 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　300 40　　　　　11

給与t木悪目樺輩 550 750 3000 9　　　　800 5　　　　う0 　　　75

¥

290　　　340 900 650 2300 1050 3500 35　　　40 20　　　25　　　300 40　　　　11

，　　　　　　　　　　　　　中 ↓ レ 州 9 ゆ 卜 刈 炉　　　　　　　　　　　　ナ ← 中
↓ 卜 → ←　　　　　　　　　　　　　卓 ゆ ト 噂

2000 男甦 蓋8～29 550 750 30⑪o 9　　　　　800 5　　　　　r⑪ 75 つ90　　　　34◎ 9GO 650 2300 1050 3500 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　300 40　　　　　U

男糾 30～49 550 750 3000 8　　　　　800 5　　　　　50 75 ，10　　　　370 6う0 600 2300 10）0 3500 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　320 40　　　　　H

給与禾養鰍懸軍 550 750 3000 9　　　　800 5　　　　50 7⊃ 3三〇　　　370 900 6⊃G 2300 1050 3500 35　　　　40 20　　　25　　　300 40　　　　11

7　　　　　　　　　　　　T ■ r 、 ， T　　　　　　　　　　　　　　マ r 雪 「　　　　　　　　　　　　　甲 7 干 マ 「 写 了　　　　　　　　　　　　ア 7 r 雪

1800 男1生 18～29 ）50 750 ⊃OGO 9　　　　　80⑪ ）　　　　　｝0 7、 つ90　　　　，4⑪ 900 650 2300 三〇50 3500 35　　　　　40 20　　　　　り5　　　　300 40　　　　　U

男性 30～49 550 7）0 3000 8　　　　　800 ）　　　　　50 7） 3iO　　　　370 6⊃⑪ 600 2300 io50 350⑪ 35　　　　　40 20　　　　　25　　　　320 40　　　　　11

男性 50～69 500 700 3000 9　　　　　800 5　　　　　50 7、 290　　　　3琴0 70⑪ 60⑪ 23⑪0 1050 3500 30　　　　　35 20　　　　　つ5　　　　300 40　　　　　11

女性 18～29 400 600 3000 8　　　　　60G ）　　　　　、o 昏。 230　　　　2フ◎ 700 600 2300 900 3500 2⊃　　　　　30 15　　　　　20　　　　2博0 35　　　　　11

給一基木’養餅触叢 550 750 3000 9　　　　600 う　　　　）0 7） 3玉0　　　370 900 650 2300 io50 3500 35　　　40 20　　　　25　　　240 40　　　　1豆

T　　　　　　　　　　　　｝ ▼ r 「 ア T　　　　　　　　　　　　マ r 「 「　　　　　　　　　　　　甲 T r ■ P 「 「　　　　　　　　　　　　7 ▼ r ■

i600 男1生 50～69 500 700 3000 9　　　　　800 ）　　　　　50 7） つgo　　　　3）o 700 6GO 2300 …050 3500 30　　　　　35 20　　　　　25　　　　300 4⑪　　　　　ll

解悟 70以上 450 65⑪ 3⑪00 7　　　　　700 ～　　　　　ro 75 ウ呑0　　　　31⑪ 750 600 2．00 1000 3500 25　　　　　30 20　　　　　25　　　　270 舜O　　　　　ll

女性 豆8～29 4⑪G 6⑪o 3000 8　　　　　60G ）　　　　　50 60 230　　　　り70 700 60⑪ 2300 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　つ40 35　　　　　11

女轡 30～49 450 600 3000 8　　　　　700 ）　　　　　、0 6⊃ 240　　　　つ只。 60G 600 2300 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　つ50 35　　　　　11

窺μ臨与栄養目揮韻 500 700 3000 9　　　　600 5　　　　）0 乃 290　　　3き◎ 750 600 2300 1050 3500 30　　　　35 20　　　　25　　　240 40　　　11

τ　　　　　　　　　　　r ■ r 、 「 「門　　　　　　　　　　了 r 「 r　　　　　　　　　　「層 了 T ■ 「 「 τ　　　　　　　　　　「門 T 「 「

1400 男観 70以ヒ 450 650 3000 7　　　　　700 5　　　　　50 7） 260　　　　♪1⑪ 7．0 600 2300 iOOO 3500 25　　　　　30 20　　　　　25　　　　270 40　　　　　U

女1生 18～29 購00 600 30GO 8　　　　　600 5　　　　　、0 60 230　　　　η⑪ 700 600 つ300 goo 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　240 35　　　　　1i

女性 30～49 450 600 30GO 9　　　　　7⑪G 、　　　　　う。 6｝ 240　　　　りδ0 60⑪ 600 2300 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　250 35　　　　　U

女性 50～69 4）0 600 3000 S　　　　　700 ⊃　　　　　、0 6つ つ40　　　　29G 70G 60⑪ り3GO 900 3500 25　　　　　30 15　　　　　20　　　　250 35　　　　　11

女ド｝ 70以L 40⑪ 550 3000 7　　　　　6GO 、　　　　　う0 6） 220　　　　り？o 6⊃0 r5⑪ 2300 900 舗00 20　　　　　25 15　　　　　20　　　　230 35　　　　　U

恰与栄養目横難 450 650 3000 8　　　600 ）　　　　50 ？） 260　　　310 7）0 600 2300 1000 3500 25　　　30 20　　　　25　　　230 40　　　　11
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1200 女川 50～69 4）0 600 3000 鷲　　　　　700 ⊃　　　　　5⑪ 6⊃ つ40　　　　290 700 6⑪0 2300 900 3500 25　　　　　3⑪ 15　　　　　20　　　　250 35　　　　　11

女性 70以あ 400 ）50 300G 7　　　　　600 、　　　　　～⑪ 6） 22⑪　　　　270 650 、50 2300 900 3500 20　　　　　25 15　　　　　20　　　　230 35　　　　　H

1隅仏与木養匪キ等釘蟹 450 600 3000 8　　　　600 5　　　　）◎ 6⊃ 240　　　290 70G 600 2300 900 3500 25　　　30 15　　　20　　　230 35　　　　11

ム L 」 ⊥　　　　　　　　　　4 し 乙　　　　　　　　　」 濫 L L A L
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微埜元索 齢了質

鉄
銅 璽船 セレノ ヨウ素

ナトリウ
食堀目当最 カリウム

月経なし
二

月経あり
」 し ∴ 」 よ

　　　ム

ｵ　　　　　　　　　　」 A
鷺AR　　RI）A 君AR　　勲DA UL £AR RDA 謬も EAR． RDA UL 琶A衰 RDA UL EA決 RDA UL EAR £AR OG　推奨DG

ii隈）　　G限）

食種 『1別令齢（戚〉 （mも）　　（搬9） （mも）　　（mg） （mg） （mδ） （滋｝♂） （雛皐） （搬9） （羅9） （m9） （払乱9） （μ9） （罫9） （終9） （移9） （越9＞ （m9） （9） （落）　　（mg） （mg）　　（mg）

D食　2200 男†’！　18～29 6r　　　　　7） 50 ⑪6 ⑪8 lo s 9 30 25 30 45⑪ 9、 15⑪ 3000 600 15 10本‘1毎　　20⑪0 2800　　　3500

給与禾養ll拶鼠 65　　　75 ⊃0 06 08 更0 8　　　　つ 9 30 2） 30 450 95 150 3000 600 玉5 1G藩、讃】　2000 2800　　3500

申 ， レ ↓ 卜

申
争

｝ ト → 伊 申 ゆ 卜 殉 ヒ　　　　　　　　　　　　「 伊　　　　　　　　　　　　申 噸　　　　　　　　　　　　　　　卜
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Table．3一般食の予定給与栄養量と給与栄養目標量の比較結果（給与栄養目標量に達しなかった栄養素のみ抜粋）
i
　
　
　
対
象
者
1 栄養素

　　　　l　　　　　　　　　　　i
@　　　l　男性　　i　女性食種　1　　　　1

Zn M薙　　　レチノール当：量α一トコフェロール　　V．31　　　V．B6
食物繊維　n－3系脂肪　n－6系脂肪

Mg　　　　　Fe
i搬9）　　　（鵬9） （mg） （mg）　　（鮮gR£）　　（瓢9）　　（mg）　　（搬9）

総量　　　酸　　　　酸
i9）　　　　　　　（9）　　　　　　　（9）

　　　　　　l　　l　　l　　；　　i　　i　　i　　i
@　　　　　l　　l　　l　　l　　；　　；　　i　　l
@　　　　　；　　l　　l　　l　　；　　i　　i　　；
岦H2200i麟ii1iiii　　　　　　l　　l　　l　　；　　l　　l　　｝　　｝　　　　　　；　　l　　l　　l　　i　　i　　l　　｛

35笠．3　士53．4　茎2．2　ま：4．2

@　A　　　　　　A

1◎．1土1．1

@　A

4．9　　ま＝0．6　680．◎士146．9　　8．3　　土1．7　　1．1　　＝圭0．2　　　】L7　　士0．2

@A　　　　　　8　　　　　　8　　　　　　B　　　　　　B

18．8　±2．9　　2．0　土0．8　　9．6　士2．4

@　B　　　　　　8　　　　　　B

　　1　　；　　1　　；　　l　　l　　；　　1
@　｛　　1　　；　　l　　l　　l　　；　　；
@　l　　l　　l　　l　　i　　｝　　；　　；
Q0001　灘　1　騒　i　　　i　　　i　　　l　　　l　　　l　　l　　；　　i　　i　　l　　｝　　；　　；　　1　　；　　i　　l　　l　　；　　i　　；　　；　　i　　l　　l　　；　　｝　　；　　i

336．5　ま＝50．9　11．7　圭4．2
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4．4　　士◎．6　6玉6．8吏笠58．3　　7．3　　ま：L6　　1．0　　士0．2　　L5　　ま＝0．2

@A　　　　　　B　　　　　　B　　　　　A　　　　　B

16．6　」＝2．9　　　】L．8　　士0．8　　8．0　　土2．O

@　B　　　　　　8　　　　　　B

　　iiiiii目　　　　l　l緩i翻i灘i翻l　l蓋600；　　；　　；　　i　　i　　i　　i　　l　　｝　　1　　；　　i　　i　　i　　i　　l　　l　　；　　；　　i　　i　　i　　i　　｛　　1

290．4　土44．9　　】【0．3　ま＝3．6

@　君　　　　　　B

7．9　士0．9

@C

4．0　　士0．6　614．6土158．2　　7．2　　±＝笠．6　　1．0　　士0．2　　L4　　士0．2

@B　　　　　　B　　　　　　8　　　　　　A　　　　　　B

韮5．9　ま2．7　　1．8　土0．8　　7．8　士2．O

@　B　　　　　　8　　　　　　B

　　i　　　l　　　i　　　i　　　i　　　i　　　i　　　｝
@　；　　1　　；　　i　　i　　i　　l　　l
@　；　　；　　l　　i　　i　　i　　l　　；

鰍奄奄奄塩|i圏i國i∵
275。9　＝と43．4　　9．5　士2．2

@　3　　　　　　温

7．2　土0．9

@3

3．6　ま＝0．6　615．7圭163．1　　6．4　土i．7　　0．9　土0．］L　　L3　　＝と0．2

@B　　　　　　8　　　　　　B　　　　　　A　　　　　　8

笠5．】【　士2．4　　　L5　　止0．7　　6．3　　ま＝L8

@　A　　　　　　8　　　　　　8

一iiiiiii覆i蟹 262．9　士43．6　　9謹　　ま＝2．2

@　3　　　　　　A

6．6　土0．9

@3

3．4　　圭0．5　607．4圭145．3　　6．2　　＝とし6　　0．8　　土0．1　　L3　　＝長0．2

@8　　　　　　A　　　　　　3　　　　　　A　　　　　　A

笠4．8　士2．4　　　1．2　　土0．5　　5．7　　土1。5

@　　　　　　　　　　　　　　ρ@　A　　　　　　3　　　　　　B

　　　　　　l　　l　　l　　l　　l　　l　　i　　i
@　　　　　l　　l　　｛　　；　　；　　；　　i　　i
@　　　　　｝　　1　　；　　；　　；　　；　　i　　i
諸ﾘ食1200iliiiii国i園　　　　　　1　　｝　　1　　；　　i　　i　　｝　　l　　　　　　l　　｝　　l　　i　　i　　i　　i　　i

247．3　土41．7　　8．2　　ま＝2．O

@　B　　　　　　A

6。6　士董．3

@8

3．1　　旗0．5　578．目土】L63．7　　5．8　　士L6　　098　　ま＝0．】L　　1．2　　ま：0．2

@3　　　　　　3　　　　　　B　　　　　　A　　　　　　B

雲2．2　土L7　　L2　圭0．5　　5．6　＝と蓋5

@　B　　　　　　8　　　　　　B

ランクA：RDA以上、AI以上、　DG（下限）以上かつDG（上限）未満

ランクB：EAR以上かつRDA未満、A王未満、　DG（下限）．未満またはDG（上限）以上
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田
耕
賭
謡
講
騨
彊
嘱
望
麟
鮒

ω
｝

ピ
P
ω
嘩

N
O
｝
○



医療施設における「日本人の食事摂取基準」に基づく栄養管理システムの検討

養素についてのみ抜粋してTable．3に示す．ランク付

けの基準は，RDA以上，　AI以上，　DG（下限）以上か

つDG（上限）未満となったものを「A」，　EAR以上か

つRDA未満，　AI未満，　DG（下限）未満またはDG（上

限）以上となったものを「B」，EAR未満となったもの

を「CJとした．今回の献立においては，　UL以上とな

ることはなかった．また，エネルギー設定が低い食種ほ

ど，食事の量も少なく，栄養素の含有量は少なかった。

　3．軟菜食展開による栄養量の変化

　常食1200　kcal食から軟菜1200　kcal食へ展開するこ

とによって殆ど全ての栄養素の量が減少し，カリウムで

は一156．8mg（p＜O．Ol），マグネシウムー15．6　mg（p＜

O．Ol）　，　’SSv：　im　09　mg　（p〈　O．05）　，　en　一　O．1　mg　（p〈　ODI）　，

マンガンーO．3mg（p＜O．Ol），β一案ロテンー　336．1鮮g（p＜

0．05），oc一ト：コフェロールーO．4　pg（p＜0．05），ビタミン

B6－O．03　mg　（p＜0．05），葉酸一23．8μ．g　（p〈0．05），ノNoン

｝・テン酸一〇．2mg（p＜0．05），ビタミンC－7．8　rng（p＜

O．05），水溶性食物繊維一　O．4　g（p＜ODI），不溶性食物繊

維一1．6g（p＜0．01），食物繊維総量一　2．5　g（p＜O．Ol）と

なり，栄養量の減少が有意に認められ，特に食物繊維総

量・マグネシウム・カリウム・鉄で著しかった．

考　　察

　1．システムモデルにおける集約化について

　医療施設での食事の目的は，患者を申心としたチーム

医療の一翼を担い，食事療法の実践を通して適正な栄養

量を提供し，喫食していただくことによって，患者の疾

病治療及び健康の回復に貢献することにある．従来の「栄

養所要量」の考え方では，一般食において入院患者の年

齢構成から算出された荷重平均栄養所要量によって，多

くの施設で栄養・食事管理が行われてきた8｝．

　本研究では，「日本入の食事摂取基準2005年版の活

用」6）に示されているエネルギー集約という手法を使用し

た事により，科学的根拠に基づき，個人への適正な給与

栄養量を逸脱することなく適切な範囲内で食種を集約す

ることが可能となった．このように，本システムモデル

では，個々人に合った食事提供を目指し，個々人の集ま

りとして集団を捉え，エネルギー集約給与栄養呂標量

献立の展開といった形で，様々な段階において“集約化”

する手法をとる事によって，実際の施設での人的・物的

な経営資源の範囲を考慮しつつも：Evidenceに基づく精

度管理された効率的な食事提供と評価が可能であると考

えられる。これらの方法論は，他の治療食の作成時にも

応用することが可能と考えられた．また，こうした精度

管理された食事管理により，食事以外の他の栄養補給法

と組み合わせた総合的な栄養管理の実践が可能であると

推察された。

　2．献立の栄養量の評価及び栄養素不足の可能性につ

　　いて

　今回作成した献立では，複数回の補正を実施しても給

与栄養唱標量に達しない栄養素が数多く見られ，これら

の栄養素では不足の可能性があると考えられる．1996

年，イギリスのC．R。　Hankeyらの報告9）によると，高齢

者病院（Elderly　Care　Hospital）で提供されている食事

の栄養量について，イギリスの食事摂取基準（Dietary

Reference　Values：DRVs）と比較・評価した所，ナイ

アシン・葉酸・ビタミンD・NSP（非澱粉性多糖類Non－

Starch　Polysacchalide）・食物繊維などがRNI（reference

Rutrient　intake）未満（J－DRIsのRDAに相当）であっ

たと報告している．微量栄養i素の中には不足しているも

のが存在する可能性があると指摘されていることから

も，本研究上で見出された不足の可能性が高い栄養素が

実際に不足している可能性が高いと推察される．提供さ

れる食事量より喫器量が減少すると，栄養i素の摂取量は

さらに減少し，栄養素不足のリスクはより高まり，疾病

の治療効率の低下，合併症の発現，在院日数の延伸など

医療経済的にも悪影響を及ぼすことが考えられる．

　3．献立展開および形態調節による栄養量の変化につ

　　いて
　成分的な制限はなく常食に比べて調理法や食品選択の

変更により軟らかくした“軟菜食”では，水分を除く殆

ど全ての栄養量が常食からの展開によりさらに減少した

が，これらは，常食から軟菜食への展開による食品や料

理の変更，調理法の制約によって減少したと考えられ

る．特に，食物繊維・マグネシウム・カリウム・鉄で減

少が著しく，不足の可能性がより高まると考えられた．

　4．不足の可能性が高い栄養素について

　亜鉛は，その欠乏によって味覚障害，食欲不振，褥瘡

の発症，褥瘡の治癒遅延，貧！lk，持続性の下痢など多彩

な症状が引き起こされることが報告されている芝〔）’1］’，本

研究の一般食献立においてもEAR未満となった食種も

あり，潜在的に不足している可能性が高いと推察され
る．

　また，マグネシウムは平成ig年国民健康・栄養調査

結果12｝によると．現在の健康な日本人の摂取量でも，J－

DRIsと比較すると大幅な摂取不足状態にあると推察さ

れる．慢性的なマグネシウム摂取不足は2型糖尿病の発

症リスクを増加させ．メタボリックシンドロームの発症

にも密接に関わっていることも近年明らかにされてお

り13｝，マグネシウムの摂取量を増加させることが生活習

」慣病の予防・治療に重要な栄養素である．当初の献立で

は，EARに達しなかったため，カルシウム・マグネシ

ウムが強化されたふりかけなどを1週間に3～4回の頻

度で追加し献立を補正したが，それでもEAR未満もし

一65一
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くはRDA未満となった．マグネシウムを特に多く含有

する食品や特殊食品は数多く存在せず，有効的に補給す

ることが困難であった．食品レベルでは全粒穀類へ変更

したり，またサプリメントなどを活用することも考慮

し，マグネシウムの補給・補完方法の確立も今後の検討

課題である．

　5．医療施設における日本人の食事摂取基準の活用に

　　ついて

　世界各国で，DRIsの「個人」と「集団」との定義が

明確になされておらず，特定給食施設等においては対象

者を「個人」として取り扱うのか，それとも「集団」と

して取り扱うのかについて国際的なテーマとして議論が

なされている14）．」一DRIs（2010年版）の概要2）では，「個

人」・「集団」に加え「給食管理」をEl的とした場合の基

本的な活用の考え方も示されており，医療施設では「個

人」と「給食管理」の両面からの栄養管理が必要と考え

られる．

　本邦では2006年4月より，診療報酬として栄養管理

実施加算が新設され，保険医療施設において「入院患者

個々の栄養管理計画に基づきこれに適した栄養補給量が

施され，評価を行う」という栄養ケアマネジメントシス

テムが導入され，入院当初より個人の栄養補給量を算定

して栄養管理が行われ，「個人」を対象としたEBNに

基づく栄養ケアマネジメントが実施されつつある．一

方，医療施設の食事基準は現在の所多くの施設で独自に

作成し運用されているのが現状である．本研究で提唱し

た栄養管理システムでは，J－DRIsに示された基準身長

から求めた標準体重を基にE：ERを求め集約化して，根

拠に基づいて食事基準を作成した．このことから．本シ

ステムモデルは日本全国の医療施設で共通に使用するこ

とが可能であると示唆され，医療施設におけるJ－DRIs

の一般食の活用方法のモデルとして有用であると考えら

れる．じかしながら，各署・年齢区分における日本人の

平均的な身長・体重を基準にしているため，入院患者

個々人の健康状態・病状・栄養状態・身体状況やその変

化，さらには生活状況や各医療施設での状況を勘案しつ

つ柔軟に修正し，施設に合わせて運用していく必要があ

ると考えられる．

　6．医療施設における今後の栄養管理及び品質管理・

　　品質保証について

　医療施設における栄養管理は，現在，厚生労働省通知

による栄養素（エネルギー，たんぱく質，脂質，ビタミ

ンA，ビタミンBl，ビタミンB2，ビタミンC，カルシ

ウム，鉄，ナトリウム，食物繊維）と，各疾患の治療上

管理が必要な栄養素について重点的になされているが，

今後は本研究において明らかになった不足の可能性があ

る栄養素（ビタミンB6，α諮コフェロール，マグネシ

ウム，亜鉛，マンガン，カリウム，リン，n－6系・n－3

系脂肪酸等）についても管理を十分半行うと共に，J－DRIs

に示された全栄養素について適切な“範囲”を設定した

医療施設用の栄養管理基準が必要であると考えられる．

　さらに，医療施設で傷病者を対象とした場合でも，一

般食においてはJ－DRIsを運用することで，従来より栄

養管理・食事設計の品質が向上する可能性が見出され

た．リスクマネジメントの考え方を踏まえ，」一DRIsで

示された全ての栄養素について網羅した食事基準に基づ

く食事提供によって，“栄養管理の品質管理・晶質保証”

を行っていくことが重要である．

　この様な個別の臨床栄養管理の実践においては，本シ

ステムモデルによって給食管理業務を効率化すると共

に，全対象者に対して精度管理された栄養管理を実施す

ることが可能となる。EBNの実践と，特にリスクの高

い患者に対する個別対応やNST（Nutrition　Support

Team）活動を行うためには，本システムモデルの運用

が有効である．今後は，「日本人の食事摂取基準（2010

年版）」の策定に伴う本システムモデル改変と，さらに

治療食分野における各疾患ガイドライン及びJ－DRIsに

準じたシステムモデルの構築に向け検討していく必要が

ある．
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Nutritional　Care　Managerne耐Based　on　Dietary　Reference　lntakes　for　Japanese　in　Medlcal　Facilities

Yuta　KATOI｛i＞，　Midori　EBATAL’，　Etsuko　MURAKI2’，　Nobuyo　TSUNODA2’，　Kei　NAKAyMA2’　and　Keizo　KASOI　02・’

｝）Josai　University，　Graduate　School　of　Pharmaceutical　Science

　　2）Josai　University，　Faculty　of　Pharmaceutical　Sciences

　This　stしldy　was　investigated　to　improve　the　future　state　of　stai3dardized　nutritional　care　manageme蹴by　develop－

ing　a　nutritional　care　management　system　model　imr1edical　facilities　according　to　Dietary　Reference　lntakes　for　Japa－

nese，　2005．

　A　dietary　design　was　developed　by　staRdard　meals　consisting　of　six　normai　type　meals　and　one　softtype　meal

based　on　the　resuks　of　the　calculating　Estimated　Energy　Requiremeent　（EER）　fo｝”　the　subjects．　The　Desired　Dietary

Allowance　（DDA）　of　each　nutrient　was　also　adjusted　for　each　type　of　meal，　aRd　these　meRus　for　28　days　were　pre－

pared．　Then，　differences　of　nutrient　levels　aRd　shortages　or　excesses　of　nutrients　were　cassessed　by　comparing　DDA

and　calculated　nutrient　levels．

　A　comparison　of　DDA　and　calculated　nutrient　levels　revealed　that　nutrients　high　probability　of　shertages　were　Mg

and　Zn．　MaRy　nutrient　levels　were　also　decreased　in　softtype　meals　compared　with　norma1　type　meals．　P3rticularly，

shortages　of　dietary　fiber，　Mg，　K　and　Fe　were　very　conspicuous．

　In　the　case　of　medical　facilities，　quality　precision　of　the　nutritional　care　maiktagement　may　be　improved　using　this

system　model　confirmed　by　J－DRIs　and　gttidelines　for　diseases．　And　this　system　model　could　be　able　to　smpport　the

common　nutritioRal　care　mcanagement　in　many　medical　facilities．

　It　is　necessary　that　the　system　model　shou墨d　be　modified　accordi鍛g　to　J－DRIs　（20ユO　version）．　The　sys重em　rnodel

may　be　also　very　ttseful　for　developing　the　diet　therRc　py　of　maRy　diseases．

Key　words：　Dietary　RefereRce　IRtakes　（DRIs），　Evidence－Based　Nutrition　（EBN），　QuaHty　Control　（QC）　・　Quality

AssuraRce　（QA），　nutritioma1　care　management　system
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